
平成13年に埼玉高速鉄道線が開通してから発展を続けている美園地区。
埼玉スタジアム2○○2があり、サッカーファンが集まるまちです。
現在、綾瀬川周辺に遊歩道を設置するなど、河川空間を活用したまちづくりが進んでいます。

　

美
園
地
区
は
平
成
13
年
の
浦
和

美
園
駅
の
開
業
と
埼
玉
ス
タ
ジ
ア
ム

２
○
○
２
の
オ
ー
プ
ン
を
皮
切
り
に

都
市
開
発
が
進
ん
で
い
ま
す
。、近
年

は〝
公
民
＋
学
〞連
携
に
よ
る「
ス
マ
ー

ト
シ
テ
ィ
さ
い
た
ま
モ
デ
ル
」の
構
築

に
向
け
た
取
組
が
、先
進
的
ま
ち
づ

く
り
シ
テ
ィ
コ
ン
ペ
で
国
土
交
通
大
臣

賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、各
方
面
で
評

価
さ
れ
て
い
ま
す
。平
成
27
年
に
開
設

さ
れ
た「
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー

み
そ
の（
Ｕ
Ｄ
Ｃ
Ｍ
ｉ
）」は
、ま
ち
づ

く
り
の
た
め
に
活
動
す
る
住
民
、地

権
者
、事
業
者
、行
政
、専
門
家
な
ど

が
協
働
し
て
課
題
解
決
に
取
り
組
む

た
め
の
ま
ち
づ
く
り
拠
点
で
す
。

　

こ
こ
を
拠
点
に
活
動
す
る「
美
園

タ
ウ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
協
会
」と「
み
そ

の
都
市
デ
ザ
イ
ン
協
議
会
」と
い
う
２

つ
の
連
携
組
織
が
、ま
ち
の
将
来
像
や

基
本
理
念
を
示
す「
美
園
ス
タ
ジ
ア

ム
タ
ウ
ン
憲
章
」や
空
間
デ
ザ
イ
ン
な

ど
の
方
向
性
を
示
す「
み
そ
の
都
市

デ
ザ
イ
ン
方
針
」な
ど
を
策
定
し
て
き

ま
し
た
。こ
れ
ら
を
基
に
様
々
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
企
画
し
、次
世
代
都
市
の

構
築
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
取
組
の
一

つ
に
、河
川
空
間
の
利
活
用
が
あ
り

ま
す
。美
園
地
区
を
南
北
に
流
れ
る

綾
瀬
川
の
周
辺
を
、地
域
住
民
に
開

か
れ
た
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
整
備
し
よ
う

と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

住
民
や
企
業
、大
学
と

連
携
し
た
ま
ち
づ
く
り

　

平
成
29
年
度
に
住
民
も
参
加
す
る

全
３
回
の「
綾
瀬
川
デ
ザ
イ
ン
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ（
意
見
交
換
会
）」を
実
施

し
、オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
の
河
川

空
間
の
有
効
活
用
に
よ
る
快
適
な
都

市
環
境
の
形
成
に
向
け
た
綾
瀬
川
遊

歩
道
等
の
整
備
・
利
活
用
に
つ
い
て
検

討
。整
備
イ
メ
ー
ジ
や
維
持
管
理
の
仕

組
み
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
、ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
案
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
検
討
を
進
め
、平
成
30

年
３
月
に『
美
園
ス
タ
ジ
ア
ム
タ
ウ

ン
：
河
川
空
間
活
用
計
画
』を
策
定
。

地
域
住
民
や
沿
川
施
設
利
用
者
が

綾瀬川サポーターズ募集

河川空間を生かしたまちづくり
美園地区がより暮らしやすく

３回にわたって行われた「綾瀬川デザインワークショップ」。
行政、企業、自治会関係者、住民らが参加し、意見交換が行われた。

中下：「水辺で乾杯」は全国各
地で行われている、7月7日の
夕方に水辺に集まり乾杯する
というソーシャルプロジェクト。
今年も開催予定。

新しい住民や事業者と共に
地域の絆を育んでいきます

綾
瀬
川

浦
和
美
園
駅

イオン
モール

埼玉
スタジアム
2○○2

大門上池調節池

整備イメージ

埼スタと広場の連携

まちづくり
INDEX

多
目
的
広
場
を
整
備

遊
歩
道
を
設
置

➡詳細については、浦和東部まちづくり事務所（　048-878-5143、N048-878-5141）まで。

　美園地区では「スポーツ・健康」がまちづくりの重要なテーマに掲げられてい
ます。近年「ウォーカビリティ」といったキーワードが全国的にも注目されています
が、今回の遊歩道整備によって本地区の日常的な散策・回遊ルートの充実化が
図られます。また、調節池底面の広場化により、隣接する埼玉スタジアムと連携し
てスポーツその他のイベント会場としての活用も大いに期待されるでしょう。
　綾瀬川遊歩道は現在約1.7kmの区間が整備完了で、令和3年には全長約
3.5kmが供用開始となる見込みです。現在工事中の調節池底面広場は東京
2020オリンピックにはその一部を活用したイベント開催も検討されています。
　美園地区は、開発の進展に応じて日々新しい住民や店舗などが増えていま
すが、“地域資源”であるこの遊歩道や広場の活用を通じて地域の協働・連携
や「絆」を育んでいくことが、特に重要と考えています。地区外にも美園のファン・
サポーターを増やしていければと思い、今後も取組を深めていきたいです。

遊歩道整備が現在も進行中の綾瀬川を、地域に愛
される川として環境づくりを行う「綾瀬川サポーター
ズ」を募集しています。

活動内容：２～３カ月に１度の綾瀬川遊歩道の清掃
や除草、PR活動への参加。
登録対象：美園地区周辺に在住、在勤、在学のい
ずれかに該当、または美園地区内で活動する団体
などに所属する方

問 UDCMiサポーターズ事務局
（一社）美園タウンマネジメント 　048-812-0301
　supporters@misono-tm.org

UDCMi
副センター長
岡本祐輝さん

サッカー観戦者などの来街者をもてなすホスピタ
リティある環境と、日常的な賑わい・交流を創出す
る都市機能や活動を誘導しながら、市の副都心
に相応しい都市環境を形成する。

方針１

■美園スタジアムタウン憲章 ■みその都市デザイン方針

安心・安全で心地よい居住空間と、公共交通・歩
行者・自転車を中心とした交通環境ネットワーク
を整えながら、健康を育み、スポーツ・レクリエー
ションに親しみやすい都市環境を形成する。

方針2

見沼田圃や綾瀬川水系につながるみどりの回廊
を形成しながら、安全・快適で落ち着いた雰囲気
の美しい街並みを誘導し、低炭素・循環型の持続
可能な都市環境を形成する。

方針3

安
心
・
安
全
・
快
適
に
回
遊
で
き
る
遊

歩
道
の
整
備
や
、調
節
池
底
面
に
多

目
的
広
場
を
設
置
し
、賑
わ
い・
交
流

の
場
と
す
る
こ
と
な
ど
が
取
り
ま
と

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
基
づ
き
、平
成
30
年
春
に

は
先
行
区
間
の
遊
歩
道
整
備
に
着

工
し
、順
次
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、地
域
一
体
と
な
っ
た「
川
ま

ち
づ
く
り
」の
機
運
醸
成
に
向
け
、遊

歩
道
を
活
用
し
、身
近
な
水
辺
に
集

い
乾
杯
す
る
全
国
的
な
ソ
ー
シ
ャ
ル
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト「
水
辺
で
乾
杯
」も
平
成

30
年
よ
り
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、令
和
元
年
か
ら
地
域
に

愛
さ
れ
る
川
と
し
て
の
環
境
づ
く
り

を
行
う「
綾
瀬
川
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
」を

募
集
。同
年
10
月
に
は
そ
の
１
回
目

の
活
動
と
な
る
綾
瀬
川
遊
歩
道
周
辺

の「
清
掃
ま
ち
歩
き
」が
行
わ
れ
ま
し

た
。綾
瀬
川
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
に
よ
る
清

掃
活
動
は
今
後
も
定
期
的
に
実
施
予

定
で
す
。

　

ま
た
、大
門
上
池
調
節
池
底
面
広

場
整
備
も
始
ま
り
、令
和
２
年
度
に

供
用
開
始
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。広

場
を
活
用
し
た
地
域
活
動
の
活
発
化

も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念

街全体がスタジアムのような品格と活力に
あふれ、一人ひとりがまちづくりのプレイ
ヤーであり、サポーターとなるまち。

地
域
の
意
見
を
反
映
し
た

計
画
を
策
定

まちづくりワークショップや
イベントに市民が参加

新価値創造都市・美園
創造的な交流を通じて、新しい
価値を生みながら成熟していく
スタジアムタウン

多世代健幸都市・美園
子どもから高齢者まで、地域の
中で支え合い、健やかに過ごせ
るスタジアムタウン

次世代環境都市・美園
豊かな自然に親しみ、人と環境
にやさしい暮らしを未来に伝え
るスタジアムタウン
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